






要約 

機械的人工換気を施行し,長期に亘って呼吸窮迫の持続した症例について BPD 発症例と非

発症例との間の臨床的特徴を検討したところ,BPD 発症例の摂取水分量は有意に多く,人工

換気,挿管,酸素の主要因とともに摂取水分過剰に伴う pulmonary edema が promoting 

factor として重要な位置を占めているのではないかと考えられ,これらのハイリスク児に

対しての輸液には十分な配慮を必要としよう。 


